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あなたは自分が記憶の持ち主だと思う。
だが本当は、記憶があなたの持ち主なのである

−−−−−−−ジョン・アーヴィング 米国小説家
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はじめに

「あっ、　すっかり忘れていた！」
「おっと、うっかり見落としていた……」
「そうなんですか！？　勘違いしていました……」
「なんで自分はあのときハンコを押したんだろう？」

これまであなたは仕事でどんなミスをしたことがありますか？
また、どんな失敗をしかけたことがあるでしょうか？
まったくミスや失敗をしたことがない人はいないでしょうから、この

質問に答えられない方はおそらくいないでしょう。

じつは、それらのミスが起きてしまうのは、あなたの記憶力や注意力、
コミュニケーション力、あるいは判断力が低いからではありません。

そもそも、われわれの脳自体が「ミスを起こしやすいメカニズム」に
なっているからなのです。

しかもそれは、「忘れた！」という単純な記憶のミスだけではなく、
そのほかのさまざまなミスも、脳の「記憶」にほとんどの原因がありま
す。あなたはそのことを知らないがために、ミスを起こしてしまってい
るわけです。

こう言うと、「経験が少ない、または能力が足りないからミスをする
だけでは？」という思われる方もいらっしゃるでしょう。たしかに経験
不足や能力不足によるミスもあることでしょう。しかし、それはほんの
一部です。

実際に、経験が豊富、または能力があるからこそ犯しやすいミスもあ
ります。中堅やベテランになれば必ずしもミスが減るわけではなく、逆
に増えることもあるのです。
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私がここでお伝えしたいのは、「人は自分の脳を過信しすぎている」
ということです。

たとえば、あなたは自分の脳がいかに忘れやすいかを知っています
か？ また記憶は固定されたものでなく、常に変化していることを知っ
ていますか？

もしくはあなたが、「すべてをありのままにしっかり見ている（聞い
ている）」と思っていても、実際にはあなたが見たい（聞きたい）ように
見て（聞いて）いることを自覚していますか？

もっと言えば「完全に自立した自分」などありえず、「自分の判断」
というものは、じつは夢物語にすぎないということを知っているでしょ
うか？

　
脳は思いのほか頼りになりません。そして、その脳に対して知らず知

らずに（悪）影響を与えているのが、あなたの「記憶」であると、最近
の脳科学、認知科学の研究で急速に明らかになってきています。

こうした事実を知らないままだと、今後も「記憶」の仕業でミスを犯
す危険はなくなりません。

いくら記憶力や注意力、コミュニケーション力、判断力を鍛えようと
思っても、脳のメカニズムを知らずにがんばっても、ほとんど効果はあ
りません。むしろ逆効果になる危険性すらあるのです。

少し驚かせてしまったかもしれませんが、心配は無用です。
なぜなら、あなたがこの本で脳のメカニズムを正しく理解し、それを

踏まえた上で対策を打ちさえすれば、ミスのほとんどは防げるのですか
ら。

この本は、2016 年に出版された『仕事のミスが絶対なくなる頭の使
い方』からエッセンスを抽出し、わかりやすく図解したものです。

仕事のミスを以下の４つにわけ、それぞれミスが起こるメカニズムと
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ミスを防ぐ基本対策を解説していきます。

①メモリーミス（忘れた！）
②アテンションミス（見落とした！）
③コミュニケーションミス（伝わっていない！ 聞いていない！）
④ディシジョンミス（判断を間違えた！）

この本は、目から鱗が落ちるような画期的な仕事術を紹介する本では
ありません。

この本は、これまでさまざまなビジネス書で紹介されてきた王道テク
ニックや、上司や先輩から耳にタコができるほど指摘されてきたアドバ
イスがいかに脳のメカニズム上、有意義なものであるかを説明するもの
です。

そして、それらの有用性をこれまで以上に納得していただき、「理解」
だけではなく「実践」してもらうことを目的としています。

さらに言えば、本書を通じて仕事のミスと向き合うことは、あなたの
記憶、あなた自身と向き合うことでもあります。

ぜひ、新たな出会いを楽しんでください！

2019 年春　宇都出雅巳
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